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1. 序 

	 建築家が建築を表現する際に隠喩を用いることがある。

建築家のル・コルビュジエは、《住宅は住むための機械で

ある》[1]という隠喩によって、当時の様式主義的な考えか

ら逸脱し、機能主義への変化を広く一般に認知させただけ

でなく、本人の創作活動においても重要な標語とした。建

築家の言説の中で扱われる隠喩は、設計意図の伝達を目的

とするのみならず、創作における発想ともなるなど、建築

を表現・思考する上で重要であり、本論において比喩の中

でも隠喩を用いるのは、隠喩が人間の思考に関係が深いた

めである[2]。	

	 本編では、現代日本建築家の言説にみられる隠喩的表現

が、どのような内容を建築のどの対象部位に用いているか

を、言説を対象としてそれぞれ明らかにした後に、それら

の対応関係について総体的に明らかにする。	

2.研究方法 

2-1.隠喩の定義 

	 隠喩とは、具体的で基本的な概念である隠喩的表現によ

って、抽象的な概念に一連の構造が写されることで理解が

成り立つプロセスのことである[3][4]	(図 1)。	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	 例えば、《シャボン玉のような、透明でやわらかな部屋

がいくつもでき上がった。》という文章では、「シャボン玉」

という表現によって〈部屋〉という抽象的な対象が［透明］

［柔らかい］という内容として理解される。本研究では、

「シャボン玉」のように理解のもととなる語を「隠喩的表

現」、〈部屋〉のように理解の対象となる語を〈説明対象〉、

［透明］［やわらかい］のように「隠喩的表現」を説明す

る内容を［内容］とする。本研究での「隠喩的表現」は、

岡河らの研究[5]の「比喩表現」のカテゴリーを参考に分類

している。	

2-2.分析方法 

本編では、現代日本建築家の隠喩を抽出したのち、「隠	

	

	

喩的表現」〈説明対象〉［内容］それぞれに KJ 法的分類を

行う。次編では、分類結果から「隠喩的表現」と〈説明対

象〉また、「隠喩的表現」と［内容］でクロス集計表を作

成し、コレスポンデンス分析[6]	[7]を行うことで、対応関係

を見ていく。また、それらをとりまとめ全体の考察を行う。	

2-3.研究対象・資料 

	 現代日本を代表する建築家[8]が用いた隠喩を研究の対

象とする。隠喩は、『新建築』[9]の作品解説から抽出して

おり、1960 年から 2016 年までの 57 年間を資料として扱

う。抽出された「隠喩的表現」の総数は 590 個であった。

また、定義から隠喩を抽出していく上で、本論文では、「隠

喩的表現」と［内容］及び〈説明対象〉が同時に述べられ

ているものを抽出対象としている。	

3.隠喩的表現の総論 

3-1.「隠喩的表現」の分類 

	 建築家によってどのような「隠喩的表現」が用いられて

いるかを見るために、抽出した 590 個の「隠喩的表現」を

KJ 法的に分類・整理した(表 1)。	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	 「隠喩的表現」は、「構造物」「人工」「自然」「抽象事物」

「行為」の 5つの大分類に分けられる。以下では、傾向が

見られたものについて見ていく。「構造物」という大分類

の中で多く見られる「隠喩的表現」は、「建築自体」の中

の「住居」という分類であり、12 名により 14 回扱われて

いる。この分類では、「家」や「民家」また、特定の地方

の住居である「包」という「隠喩的表現」も見られる(図

2)。「玩具」や、「日用品」「芸術品」などの、人間の手に

よって作られたものの大分類である「人工」の中では、「機	
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表 1 「隠喩的表現」の分類表 

図 1 隠喩の対応図 

図 2 「隠喩的表現」の抽出例 
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表 3 ［内容］の分類表 

械」という中分類の中の「装置」が最も多く見られ、19

名によって 39 回扱われている。これは、抽出した中で最

も多く扱われた「隠喩的表現」であった。「装置」の中に

は、「装置」をより限定的に扱った「舞台装置」などが見

られる。「自然」の分類の中では、「人体」という分類の中の

「皮膚」という「隠喩的表現」が多く見られる。「皮膚」は、

8名によって 17 回扱われている。具体的には、「皮膚」や「皮

膜」などの表現が見られる。「抽象事物」の分類の中で多く見

られる「隠喩的表現」は、「状態」という分類の中の「余白」

であり、8 名によって 21 回扱われている。人間の行為に関

する「行為」という大分類の中では、「芸術行為」「生存行

為」などの分類が見られ、「生存行為」の中には、「呼吸」

や、さらに限定的な「深呼吸」、また、「成長」などの「隠

喩的表現」も扱われている。	

3-2.〈説明対象〉の分類 

	 建築家によってどのような〈説明対象〉が用いられてい

るかを見るために、抽出した 558 個の〈説明対象〉を KJ

法的に分類・整理した(表 2)。	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	 〈説明対象〉には、9つの大分類が見られ、全体の中で

最も多く見られた〈説明対象〉である〈建築性〉は、建築

の全体性について扱われたものを指し、38 名の建築家に

よって扱われており、本論で扱った大半の建築家によって

対象にされている(図 3)。また、次に多く扱われた〈説明対

象〉は、〈建築部位〉の中の〈壁〉に対してである。〈壁〉の

分類の中には、〈内壁〉と〈外壁〉が見られる。	

3-3.［内容］の分類 

	 ［内容］は、大きく【現象】と【状態】の 2つに分かれ

た(表 3)。【現象】とは、建築がつくりだす事象について

述べられた［内容］のことであり、【状態】とは、建築自

体の有り様について述べられた［内容］のことである。こ

れらの分類の中にはさらに小さな分類が見られる。【現象】

は、［調和］［対立］［調和・対立］があり、【状態】は、［様

子］［感情］また、両方に関わる［調和・様子］という 6

つに分けられる。以下に、傾向が見られたものについて見

ていく。［調和］は、建築における融和的な［内容］のこ

とを指す。この分類の中で最も多く見られる［内容］は、

［繋ぐ］であり 62 回扱われている。［繋ぐ］の中には、［物

理的に繋ぐ］や、［心理的に繋ぐ］や、［緩やかに繋ぐ］な

ど、程度について述べられているものが見られる。一方で

［対立］は遮断的な［内容］を指す。この分類の中で最も

多く見られた［内容］は、［切る］であり 14 回扱われてい

る。［切る］の中には、物理的に［切る］や、視線を切るな

どの心理的に［切る］などが見られる。［調和・対立］は、［調

和］と［対立］を同時に含むものであり、［抽象化］に関する

［内容］が多く見られる。［抽象化］は、光を取り込み、視線

は切るなどの、ある側面は遮りつつ、ある側面を取り込むと

いう［内容］によるものである。【状態】の中の［様子］は、

印象に関して述べられた［内容］のことである。［存在し

ない］は、最も多く見られた［内容］であり、複数の建築

により 18 回扱われていた。［存在しない］は、字義通り何

も存在していない印象に対して扱われている［内容］のこ

とである。［感情］は、人間の感情に関して述べられた［内

容］を指す。この分類の中で最も多く見られる［内容］は、

［正の感情］であり 33 回扱われている。［正の感情］には、

［豊か］や［落ち着いている］などがある。［調和・様子］

の中で最も多く見られる［内容］は、［複数存在する］で

あった。［複数存在する］の中には、［複雑な］などの［内

容］が見られる(図 4)。	

	

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2 〈説明対象〉の分類表 

図 3 〈説明対象〉の抽出例 

図 4 ［内容］の抽出例 
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4.コレスポンデンス分析による対応関係 

4-1.「隠喩的表現」と〈説明対象〉の対応関係 

	「隠喩的表現」と〈説明対象〉のクロス集計表を作成し、

それに対してコレスポンデンス分析[10]を行った(図 5)。以

下に一例を示す。「街」は〈建築性〉と相関が見られる。

〈建築性〉とは、建築の全体性について述べられる〈説明

対象〉のことを指し、ここでは、「街」という表現が、建築

の部位などの〈説明対象〉を指すことより、建築の全体を指

す傾向の方が多く見られることがわかる。	

4-2.「隠喩的表現」と［内容］の対応関係 

	 「隠喩的表現」と［内容］のクロス集計表を作成し、そ

れに対してコレスポンデンス分析を行った(図 6)。「雲」

は［自由］と相関がみられた。この例では、「雲」という

「隠喩的表現」によって建築の形を［内容］としており、

同時に、「雲」の形状が、人が［自由］に動くさまを［内

容］としていることがわかる。また、「スクリーン」とい

う「隠喩的表現」は、［繋ぐ］［切りつつ繋げる］［和らげ

る］［集める］など複数の［内容］との相関が見られた。

例えば、BIGI	Atelier	Ⅲでは、「スクリーン」により、［建

物と街とを柔らかく関係づける］という［繋ぐ］に関する

［内容］を示している。「スクリーン」と相関の見られた

［内容］は、いずれも【現象】に関する［内容］であると

いう傾向が見られた。	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

また、「街」は［距離をとる］と関係がみられ、例えば、 

教室同士が［距離をとる］という［内容］で、教室の配置

がなされていることを「都市」という「隠喩的表現」によ

って表現している。 

4-3.それぞれの対応関係 
 4-1、4-2 より、どちらにも相関が見られた「隠喩的表
現」を中心としてパタンを作成した(図 7)。以下では代表

的なパタンについて見ていく。	

	 《パタン A》では、「スクリーン」という表現は、〈壁〉

に対して用いられ、［写す］［和らげる］［切りつつ繋げる］

という［内容］を表現するという傾向が見られる。［写す］

は、［調和］に含まれる［内容］であり、［和らげる］［切

りつつ繋げる］は、［調和・対立］に含まれる［内容］で

ある。このことから、「スクリーン」は〈壁〉に対して用

いられ、［調和］との関係が深いと言える。	

	 《パタン B》では、「装置」という表現は、〈塀〉〈吹抜

け〉に対して用いられ、［受ける］［演出する］［複数存在

する］という［内容］を表現するために用いられる傾向が

見られる。［演出する］と関係が見られたのは、「舞台装置」

という、演出に関する「隠喩的表現」の影響が窺える。ま

た、他にも複数の［内容］との相関が見られたことから、

［内容］が固定されていない「隠喩的表現」であることが

わかる。	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

図 5 「隠喩的表現」と〈説明対象〉による 

コレスポンデンス分析(1 軸×2 軸)とその例 

図 6 「隠喩的表現」と［内容］による 

コレスポンデンス分析(1 軸×2 軸)とその例 

－ 545 －



 

	 《パタン C》では、「石」という表現は、〈形態〉に対し

て用いられ、［華美］を表現するために用いられる傾向が

見られる。ここでは、「石」という「隠喩的表現」の中で

も、「水晶」や、「宝石」などの加工されたものなど、宝飾

品が多いことが、［華美］に関する［内容］が多い理由だ

と考えられる。	

	 《パタン D》の、「縁側」は、〈内部空間〉〈外部空間〉

に対して用いられ［曖昧］を表現するために用いられる傾

向が見られる。「縁側」という「隠喩的表現」が〈内部空

間〉〈外部空間〉と関係が深いのは、縁側の持つ建築的な

特徴が関係していると考えられる。	

	 《パタン E》の、「皮膚」は〈壁〉に対して用いられ、［軽

さ］を表現するために用いられる傾向が見られる。これは、

人間の外気に触れる最も外側にある部分が皮膚であるこ

とと関係があると考えられる。	

	 《パタン F》の、「洞穴」は、〈内部空間〉に対して用い

られ［閉塞］を表現するために用いられる傾向が見られる。

また、［心地よい］などの［正の感情］とも相関が見られ

ることから、【現象】【状態】どちらとも関係が見られた。	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

5.結 

	 本研究では建築家が用いた隠喩を、「隠喩的表現」〈説明

対象〉［内容］それぞれの側面から見たのち、それぞれの

対応関係を明らかにした。結果、現代日本建築家の用いる

隠喩の傾向の一端を明らかにすることができた。	
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図 7 「隠喩的表現」〈説明対象〉［内容］によるパタンとその例 
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